
1 

 

福 井 市 下 馬 町 ５ １ － １ １  

福井県図書館協会報 Ｎｏ.４２      福井県立図書館内 福井県図書館協会発行 

お 泉 水 
２０１2 年３月  

 

平成２３年度第９７回全国図書館大会（多摩大会） 

「広げよう、図書館のある暮らし」 

１０月１３日（木）・１４日（金）、調布市グリーンホールを

メイン会場に、全国図書館大会が開催された。１日目は、

「Help-Toshokanから、ともに目指す復興へ」をテーマに東日本

大震災被災図書館職員等によるシンポジウムが行われ、２日目

は、１８の分科会があり、そのうちの「障害者サービス」に参

加した。１日目の被災状況の話を聞いて、このような状況では、

生活支援が最優先され、文化振興はどうしても後回しにされる

ことが当然だが、気仙沼市では「図書館は社会のインフラと位

置付け、図書館職員をすぐに図書館に戻して再建に当たらせた」

ということが、非常に印象深かった。２日目の「障害者サービ

ス」では、ディスレクシアという障害について考えさせられた。

ディスレクシアとは、知的能力や知覚能力には異常がないにも

かかわらず、文字の読み書きが困難になる障害で、日本では５％

程度いるといわれている。かつての４０人学級なら２人くらい

いたことになり、かなり見過ごされてつらい子ども時代をおく

ってきたのではないかと思う。図書館で働いている者としては

様々な障害を理解して、その誰もが利用できる図書館を目指し

たい。 

（勝山市立図書館 平泉 寿亨） 

 

平成２３度 学術情報リテラシー教育担当者研修 

 

１０月１９日（水）から２１日（金）、大阪大学附属図書館に

おいて、学術情報リテラシー教育に必要な知識や技能の習得を

目的とした研修が行われ、西日本の大学図書館員を中心に、 

５３名が受講した。大学における学術情報リテラシー教育の意

義、最近の動向、企画や運営のポイント、さらに実践編として

グループ討議法やプレゼンテーション技法を学んだ。最終日に

は、受講者が日頃課題とする事項ごとにグループとなり、取組

状況や課題について整理・検討し、解決策などを発表した。 

これまでの情報リテラシー教育といえば、図書館員が仕事で

蓄積してきたスキル、例えば検索技法について利用者に指導す

ることだったが、現在はレポートの作成法といったこれまでな

かった領域に広がっている。そのため、大学教員と連携しカリ

キュラムに合わせて指導を行うなど、計画的、組織的に実践し

ていくことが提案され、それには利用者の実態やニーズを的確

に把握するという基本的なことが重要である、と再認識した。

研修に参加して、図書館員の求められる役割がわかり、一律的

な解決策はないものの、次のステップの道すじが見えた研修会

だった。 

（福井大学総合図書館 網本 幸代） 

 

平成２３年度図書館司書専門講座 

 

１０月１７日（月）から２８日（金）までの１２日間、国立

社会教育政策研究所において上記講座を受講した。全国から図

書館に関係する様々な人が集まっており、様々な話をする機会

を持つことが出来た。それらの方々と話をしてみると、ほとん

どの図書館で、職員の削減、予算の減額、資料所蔵スペースの

確保の問題、新しいサービスの展開、利用者のマナーに関する

ことなど、同じような悩みや問題を持っていることがわかった。

図書館が今後さらに発展し、地域に貢献するためには、図書館

は現在行っているサービス、これから行おうとしているサービ

スを分かりやすい形で市民・行政にアピールし、図書館に対す

る理解・サポートを得る必要があるということであった。従来

の紙媒体資料と今後さらに普及する電子媒体資料が利用できる

ハイブリッド図書館についても説明があり、図書館はすべての

市民が等しく情報を手に入れることが出来る場所となることが

求められるということであった。 

今回この講座を受講して、図書館が娯楽･教養の場としてはも

とより、地域の課題解決や市民が日常抱える問題や悩みを解決

する場として大きな期待がかけられていることを感じた。 

（福井市立図書館 芝原 暁史） 

 

  平成２３年度 レファレンス研修会 

 

１１月１６日（水）・１７日（木）、国立国会図書館東京本館

においてレファレンス研修会が開催された。 

インターネットが身近になった昨今は、利用者が自分で調べ

物を行うことが多くなったが、その情報そのものは信頼できる

ものとは限らなくなってきているのも事実である。だからこそ、

図書館は、信頼性のある情報源からのデータを利用者に提供し

ていくことが大事だ、という認識の下、明治大学の齋藤泰則教

授による理論的講義と、国立国会図書館職員による実践的指導

という充実した研修内容であった。 

研修で紹介されたものの中で特にお薦めは、国立国会図書館

ＨＰ上のリサーチナビと、公共図書館パスファインダー（調べ

方案内）リンク集である。前者は、調べものをする時、求める

情報に効率よくアクセスする手助けとなる情報を提供してくれ

るものであり、後者は、全国の図書館の調べ方案内を比べるこ

とができる興味深いものである。 

多種多様なレファレンスを要求される私たちは、信頼できる

ツールを最大限に活用するため、日々研鑽が必要と痛感した研

修であった。 

（福井県立図書館 高村 美由紀） 
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① ②  

① 宮崎分館 

所  在  地 丹生郡越前町江波５０－８０-１ 

竣工年月日  平成２３年３月２０日 

延 床 面 積  ３２６．５５㎡ 

書架総延長  ７００ｍ 

図書収容能力 ２０，０００冊 

開館年月日  平成２３年４月１日 

② 越前分館 

所  在  地 丹生郡越前町道口１－２４－１ 

竣工年月日  平成２３年３月２１日 

延 床 面 積  ５３１．２３㎡ 

書架総延長  ５６１ｍ 

図書収容能力 １７，０００冊 

開館年月日  平成２３年４月１日 

 

 

   
 

 

  

所  在  地 大飯郡おおい町名田庄久坂３－２１－１ 

竣工年月日  平成２３年１０月１日 

延 床 面 積  ３，４７８㎡（図書館面積７９０㎡） 

書架総延長  約１，４８０ｍ 

図書収容能力 ５０，０００冊 

開館年月日  平成２３年１０月１日 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年４月１日に越前町立図書館宮崎分館と越前分館が

各地区のコミュニティセンターの中に移転オープンした。 

両館ともに、開館時間は午前９時～午後９時。午後５時半以

降の貸出・返却は管理人が対応する。コミュニティセンターで

夜の講座や会議、イベントがある日は、図書館の利用も多い。 

[宮崎分館の紹介] 

宮崎地区は、古くから越前焼の産地として有名である。その

ため、越前焼を始め各地の焼き物に関する図書を整備するよう

努めている。また、小学校・児童館の近くに位置し、図書館で

保護者の迎えを待つ児童の姿もみられる。近くの保育所からは、

散歩がてら来館し絵本や紙芝居を楽しむなど、子どもの利用者

が多い。今後も地区内の保育所・小学校等と連携しながら利用

者の拡大を目指す。 

 [越前分館の紹介] 

越前地区は、地域柄、同地区のみなさんの利用しかないと言

っても過言ではない。しかし、本好きの人は必ず存在するもの

で、今しばらくは、そのような大人の知的好奇心をちょっとく

すぐりながら、小学校への団体貸出のリクエストに応えられる

ような蔵書構成に努めていきたいと思っている。 

 

 

 

 

 

名田庄図書館は平成２３年１０月に里山文化交流センター

「ぶらっと」内にオープンした。「地域の文化を守り・育て・伝

えることを応援するところ」というコンセプトのもと建設され

た施設で図書館の他に公民館、ギャラリー、多目的ホールを備

えている。 

図書館は１階にあり、ワンフロアのスペースで約５万冊の図

書を収容できる。館内は木材をふんだんに使い、明るくぬくも

りのある空間で、ゆったりと読書を楽むことができる。 

また、図書の配架は小説や児童よみもの、絵本などの文学以

外の分野は一般書と児童書を混ぜて分野ごとに並べており、子

ども向けの実用書はわかりやすいと大人の利用も増えている。 

児童コーナーに設けられた「おはなしのへや」には赤ちゃん

向けの絵本や紙芝居、また図書館ボランティアによる手作りの

布絵本や布おもちゃが並び親子で読書を楽しむことができる。 

この他、ＹＡコーナーや、陰陽師コーナー、視聴覚コーナー

などを新たに設けている。また旧館の頃より積極的に収集して

いた戦争関連資料は図書館の中央に特設コーナーを設置し、展

示している。 

地域の人々が気軽に立ち寄れる憩いと学びの場となるよう、

今後も資料やサービスの充実に努めていきたい 

宮崎分館･越前分館のリニューアルについて（越前町立図書館） 

 

 

新館オープンについて（おおい町立名田庄図書館） 



3 

 

 

 
 
 
 

福井県図書館協会 

６月１６日 平成２３年度総会 

１月 
平成２４年度子どもの読書活動優秀実践図書館・ 

団体(者) 文部科学大臣表彰候補者選考 

 ３月 ２日 

福井県図書館関係職員研修会 

 テーマ「総合目録ネットワーク事業と国立国会 

図書館サーチについて」（講義） 

 講 師：光島 有里 氏（国立国会図書館関西館） 

 テーマ「電子書籍の現在と今後の動向」（講義） 

 講 師：盛田 宏久 氏（大日本印刷 教育･出版流通 

      ソリューション本部） 

電子書籍端末のデモ・操作体験 

３月 協会報「お泉水」No.４２発行 

 
 
 
 

福井県学校図書館協議会 

 ５月１2日 第１回福井県学校図書館協議会理事会 

 ５月２7日 第２７回全国学校図書館協議会総会 

 ６月 ９日 第１回福井県学校図書館協議会推進委員会 

 ８月 ４日 

   ～５日 

第１７回全国学校図書館夏期セミナー（鳥取・米子

大会） 

８月 ４日 

   ～５日 

第４２回近畿学校図書館研究大会（滋賀・守山大

会） 

８月２５日 
第４０回福井県学校図書館研究大会第１回運営委

員会 

 ９月３０日 
第４０回福井県学校図書館研究大会第２回運営委

員会および実行委員会 

１０月２６日 第４０回福井県学校図書館研究大会（福井大会） 

 ２月 ２日 
第２８回全国学校図書館協議会総会 

都道府県ＳＬＡ事務局長会議 

 ２月１５日 第２回福井県学校図書館協議会理事会 

 ３月１６日 『福井県の学校図書館 第５７号』発刊 

 ４月～ ９月 
第３７回福井県小学生読書感想文コンクール 

(福井新聞社主催) 

 ６月～１０月 
第５７回青少年読書感想文全国コンクール 

(全国ＳＬＡ・毎日新聞社主催) 

 ９月～ １月 
第２３回読書感想画中央コンクール 

(全国ＳＬＡ・毎日新聞社主催) 

      （福井県学校図書館協議会事務局 畠山 正史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各図書館の主な動き 

４月 １日 
宮崎分館、越前分館がリニューアル
オープン 

越前町立図書館 

４月２３日 
ボランティアグループ「おはなしホイホ
イ」が、読み聞かせ会1000回達成 

あわら市立金
津図書館 

４月 
ボランティアグループ「大野市図書館
部」が、絵本等を被災地に寄贈 

大野市図書館 

４月 
東日本大震災被災地の気仙沼市に、
児童図書等を寄贈 

越前市中央図書館 

越前市今立図書館 

４月６日 
子どもの読書活動優秀実践図書館 
文部科学大臣表彰受賞 

おおい町立名
田庄図書館 

５月 
HP上でTwitterとFacebookによる情報
発信を開始 

福井県立図書館 

５月 
大野市在住の福島県出身者が新聞
「福島民友」を図書館に寄贈開始 

大野市図書館 

５月 照明・トイレ等をリニューアル 
越前市今立 
図書館 

５月 
ラーニングコモンズを新設、図書館
利用者講習会を開始 

福井工業大学
図書館 

６月１日 
図書館を含む生涯学習センター(愛
称「なびあす」)を起工 

美浜町立図書館 

６～７月 
30 年回顧展、小中学生による新図書
館蔵書の選書イベントを開催 

おおい町立名
田庄図書館 

８月４日 
開館以来の入館者 100万人達成、 
記念セレモニーを開催 

永平寺町立 
図書館 

８月 
高校生・予備校生への図書館開放を
開催 

福井大学総合
図書館 

８月 
中学生・高校生への図書館開放を 
開催 

敦賀短期大学
図書館 

１０月１日 
図書館を含む生涯学習センター(愛
称「ぶらっと」が竣工・オープン 

おおい町立名
田庄図書館 

１０月２３日 
移転開館以来の入館者 500 万人達
成、記念セレモニーを開催 

福井県立図書館 

１１月 
グループ学習室を備えた「情報工
房」を増設 

福井大学医学
図書館 

１１月～平成

２３年１月 

「お雇い外国人教師 グリフィス展」を
開催 

福井大学総合
図書館 

平成２３年
１月 

東日本大震災の被災移住者向けに、
福島県の新聞「福島民報」を購入開始 

勝山市立図書館 

 
 

平成２４年度研究集会および研修会（予定） 

名  称 開催地 期  間 

全国図書館大会 島根県 
平成２４年１０月２５日 

～２６日 

全国公共図書館研究集会 

総合・経営部門、サービス部門 
滋賀県 

平成２４年１１月７日 

～８日 

全国公共図書館研究集会 

児童・青少年部門 
広島県 

平成２４年１１月２９日 

～３０日 

東海北陸地区 

図書館地区別研修 
福井県 未  定 

東海北陸地区 

公共図書館研究集会 
富山県 未  定 

日本図書館協会 

地方講習会 
富山県 未  定 

≪県内図書館界の動き≫ 
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≪ 平成２３年度県外研修参加状況 ≫ 

研  修  名 開 催 日 場 所 図 書 館 名 

図書館総合展フォーラム 2011 in 京都 5/28 京都府 福井県立図書館 

障害者サービス担当職員養成講座 6/8～10 東京都 福井県立図書館 

第 31回児童図書館員養成専門講座 
6/27～7/2 
9/26～10/5 

東京都 福井市立桜木図書館 

公共図書館研修会 in 関西 ７/１ 大阪府 福井県立図書館 

第 18回医学図書館員基礎研修会 8/3～5 東京都 福井大学医学図書館 

第 42回近畿学校図書館研究大会(滋賀・守山大会) 8/4～5 滋賀県 福井県学校図書館協議会 

第 37回全国学校図書館夏期セミナー(米子セミナー) 8/4～5 鳥取県 福井県学校図書館協議会 

第 13回高等専門学校及び技術科学大学図書館情報 
シンポジウム・統合図書館システム講習会 

8/30～31 新潟県 福井工業高等専門学校図書館 

平成 23年度図書館等職員著作権実務講習会 8/31～9/2 京都府 仁愛大学附属図書館 

第 72回私立大学図書館協会研究大会 9/2 東京都 福井工業大学図書館 

第 23回日本医学図書館協会北信越地区研修会 9/6～7 新潟県 福井大学医学図書館 

私立大学図書館協会 2011年度西地区部会研究会 9/15 兵庫県 
福井工業大学図書館 
仁愛大学附属図書館 

資料デジタル化研修(基礎編) 9/29～30 京都府 福井県立図書館 

平成 23年度東海北陸地区国立大学図書館協会研修会 10/3 富山県 
福井大学総合図書館 
福井大学医学図書館 

平成 23年度大学図書館職員短期研修 10/4～7 京都府 福井大学医学図書館 

2011年度中堅職員ステップアップ研修 
10/9～11 
11/13～15 

大阪府 福井市立図書館 

第 97回全国図書館大会(多摩大会) 10/13～14 東京都 

福井県立図書館 
福井市立みどり図書館 
福井市立桜木図書館 
勝山市立図書館 
福井工業高等専門学校図書館 

図書館司書専門講座 10/17～28 東京都 福井市立図書館 

学術情報リテラシー教育担当者研修会 10/19～21 大阪府 福井大学総合図書館 

平成 23年度全国視覚障害者情報提供施設大会 10/20～22 滋賀県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

著作権セミナー 10/25 石川県 福井県立図書館 

私立大学図書館協会西地区部会第 1回京都地区 
協議会研究会 

10/29 京都府 福井工業大学図書館 

平成 23年度国立国会図書館国際子ども図書館 
児童文学連続講座 

11/7～8 東京都 若狭図書学習センター 

第 13回図書館総合展 11/9～11 神奈川県 福井県立図書館 

平成 23年度中部ブロック音訳担当職員研修会 11/10～11 岐阜県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

平成 23年度レファレンス研修 11/16～17 東京都 
福井県立図書館 
坂井町立三国図書館 

平成 23年度東海北陸地区公共図書館職員研究集会 
・岐阜県図書館レファレンスサービス研修会 

11/17～18 岐阜県 

福井市立桜木図書館 
越前市中央図書館 
おおい町立大飯図書館 
若狭図書学習センター 

平成 23年度国立大学図書館協会シンポジウム 11/25 京都府 福井大学医学図書館 

東海・北陸地区 図書館地区別研修 

11/29～12/2 

愛知県 

福井県立図書館 

11/30 高浜町中央図書館 

12/1～2 若狭図書学習センター 

平成 23年度中部ブロックサービス担当職員研修会 11/30 京都府 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

平成 23年度中部ブロック点訳担当職員研修会 12/1 愛知県 
福井県視覚障害者福祉協会 
情報提供センター 

愛知県デジタルライブラリーセミナー 12/2 愛知県 福井県立図書館 

日本図書館協会地方講習会・三重県図書館協会研修会 
「図書館職員専門講座」 

1/17 三重県 福井市立図書館 

私立大学図書館協会西地区部会第 2回京都地区 
協議会研究会 

1/17 大阪府 福井工業大学図書館 

全国公共図書館研究集会 サービス部門 総合・経営部門 1/26～27 福岡県 福井市立桜木図書館 

第 19回国立国会図書館総合目録ネットワーク事業フォーラム 3/9 京都府 福井県立図書館 

 


